
 

 

 

 

 

 

平成 30 年北海道胆振東部地震の影響 

9 月 6 日（木）未明に胆振地方東部を震源とする地震が発生し、土砂崩れ等の被害や引き続く

大規模停電により肉牛生産にも大きな影響が出ております。被害に遭われた皆様に、謹んでお見

舞い申し上げます。皆様の安全と、一刻も早い復興を心よりお祈り申し上げます。  

この地震により９月に音更で開催が予定されていました第 17 回北海道総合畜産共進会（肉用

牛部門）中止になるなど、多くの行事が中止・延期となりました。しかし、北海道肉牛研究会で

は毎年 10 月末に行っている大会については例年通り開催すべく準備を進めております。  

農水省「最新農業技術・品種 2018」に掲載 

 農林水産省の「新品種・新技術の開発・保護・普及の方針」に基づき導入が期待される有用な

品種・技術のひとつとして、畜産試験場とジェネティクス北海道が共同して取り組んできた「産

肉能力のゲノム育種価を活用した黒毛和種の早期選抜法」が掲載されました。これまで以上の和

牛改良のスピードアップを図るため、畜産試験場は関係団体と協力し道内の育種組合・改良組合

等において若雌牛の選抜等にゲノム育種価を活用する事業を進めております。詳細については畜

産試験場までお問い合わせください。  
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第 15 回資源循環型肉牛生産シンポジウム 開催 

 11 月８日（木）に帯広畜産大学講堂にて「家畜の福祉と牛肉生産」をテーマとした第 15 回資

源循環型肉牛生産シンポジウム 2018 が開催されます。毎年、環境リサイクル肉牛協議会、北海

道アンガス牛振興協議会および北海道短角牛振興協議会が主催していますが、今回は日本産肉研

究会の第 22 回学術集会との共同開催となっています。牛肉生産の展望について、生産者、消費

者、流通業界および大学・研究機関等の多角的な視点からの意見交換が行われる予定です。  

 （内容）13～17 時  

１．基調講演  「家畜の福祉と肉牛生産」  （株）グッドテーブルズ  山本謙治  氏  

２．話題提供  「欧州諸国の有機畜産とアニマルウェルフェア関連法制との位置付け」  

       「アニマルウェルフェアの評価基準」  

       「有機畜産の理想と現実」  

       「大自然を家庭の食卓に「ボーンブロス・八雲」について」  

       「赤身評価の最新情報」  

 

2018 年 道内肉牛関連行事予定 

北海道枝肉共励会  

（乳用雄肥育牛および交雑牛の部）  
10 月６日（土）  帯広市・畜産公社  

第 15 回ジェネティクス北海道  

黒毛和種枝肉共励会  
10 月 20 日（土）  帯広市・畜産公社  

第 23 回北海道肉牛研究会大会  
10 月 31 日（水）  

－11 月１日（木）  

北斗市・  

農業振興センター  

第８回北海道肉専用種枝肉共励会  

（アンガス・日本短角）  
11 月８日（木）  帯広市・畜産公社  

第 15 回資源循環型肉牛生産シンポジ

ウム 2018 
11 月８日（木）  帯広市・帯広畜産大学  

第 17 回北海道あか牛枝肉共励会  11 月 16 日（金）  帯広市・畜産公社  

北海道枝肉共励会（黒毛和牛の部）  12 月１日（土）  帯広市・畜産公社  

 

会費納入のお願い!! 
 

2018 年度年会費（個人会員 2,000 円）の納入をお願いします。 

2017 年度以前の会費を未納の方は至急納入して下さい（同封請求書を参照のこと）。 

研究会は会員の皆さんからの会費で運営されていますので、忘れずに納入をお願いします。  

＊勤務先・住所等が変更になった場合は事務局までお知らせ下さい。 

＊退会の際には必ず事務局までご連絡下さい。 


